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共助で地域を強くする
～日頃から〝備える〟町へ～
段ボールベッドの設営を体験しています（令和５年防災訓練の様子）

出
水
期
を
迎
え
降
水
量
が
増
え
る
時
期
に
な
り
ま
す
。「
防
災
の
三
助
」

を
も
と
に
自
分
で
備
え
ら
れ
る
こ
と
、
地
域
で
備
え
ら
れ
る
こ
と
に
つ
い

て
改
め
て
確
認
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

近
年
、
日
本
各
地
で
災
害
が
頻
発

し
て
お
り
、
い
つ
ど
こ
で
被
災
す
る

か
は
誰
に
も
予
想
で
き
ま
せ
ん
。
皆

さ
ん
は
自
然
災
害
へ
の
備
え
は
万
全

で
す
か
。

防
災
や
災
害
時
に
必
要
と
さ
れ
て

い
る
考
え
方
の
一
つ
に
「
防
災
の
三

助
」
と
い
う
も
の
が
あ
り
ま
す
。

『
自
助
』
…
「
自
分
の
身
は
自
分
で

守
る
」

自
分
や
家
族
の
命
と
財
産
を
守
る

た
め
に
、
自
分
自
身
で
防
災
に
取
り

組
む
こ
と
で
す
。

（
例
）
防
災
グ
ッ
ズ
セ
ッ
ト
の
準
備
、

家
族
で
避
難
経
路
・
避
難
場
所
・
安

否
確
認
方
法
の
共
有

『
共
助
』
…
「
互
い
に
力
を
合
わ
せ

て
助
け
合
う
」

地
域
の
人
や
企
業
な
ど
と
助
け
合

う
こ
と
で
す
。

防
災
の
三
助
と
は

（
例
）
近
隣
住
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
高
齢
者
や
障
が
い
者
の

支
援

『
公
助
』…「
行
政
の
支
援
を
受
け
る
」

役
場
や
消
防
な
ど
に
よ
る
公
的
な

救
助
、
援
助
の
こ
と
で
す
。

（
例
）
…
指
定
緊
急
避
難
場
所
や
指

定
避
難
場
所
の
指
定
・
整
備
、
生
活

物
資
（
食
糧
や
飲
料
水
な
ど
）
の
備

蓄
、
災
害
時
に
使
用
す
る
資
機
材
の

整
備
・
保
管
、
防
災
訓
練

町
で
警
戒
レ
ベ
ル
３
「
高
齢
者
等

避
難
」
を
発
令
し
た
時
は
次
の
避
難

所
を
開
設
し
ま
す
。

対象地区 避難所

川　口・
本名地区

開発センター

横田地区 横田公民館

中川地区 ゆうゆう館

沼沢地区 沼沢公民館



五
い が ら し

十嵐さん

齋
さいとう

藤さん
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町
で
は
共
助
の
体
制
を
強
化
す
る

た
め
に
「
自
主
防
災
組
織
資
機
材
整

備
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。
こ
の

事
業
は
、
行
政
区
ご
と
に
災
害
時
の

対
応
力
を
強
化
す
る
目
的
で
実
施
し

て
い
ま
す
。
具
体
的
に
は
備
蓄
資
材

や
資
機
材
を
配
備
す
る
た
め
の
経
費

を
補
助
す
る
も
の
で
す
。

▼
補
助
対
象
者

行
政
区

▼
補
助
対
象
経
費

地
区
防
災
計
画
に
定
め
る
備
蓄
資

材
・
資
機
材
を
配
備
す
る
た
め
の
経

費▼
対
象
資
機
材
の
例

メ
ガ
ホ
ン
・
避
難
所
用
ラ
イ
ト
・

炊
出
資
材
等

▼
補
助
率

10
／
10

▼
補
助
限
度
額

２
０
０
，
０
０
０
円

実
際
に
こ
の
支
援
を
活
用
し
て
い

る
行
政
区
の
区
長
２
名
に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

越
川
地
区
は
２
０
１
１
年
に
起
こ

っ
た
水
害
の
被
害
が
大
き
か
っ
た
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
町
の
補
助
を
受

交
通
手
段
に
被
害
が
出
る
と
支
援

や
物
資
を
運
ぶ
機
能
が
低
下
す
る
恐

れ
が
あ
る
た
め
「
自
助
」
と
「
共
助
」

が
大
切
に
な
っ
て
き
ま
す
。
町
の
補

助
や
「
防
災
の
三
助
」
で
大
切
な
人

の
命
を
守
る
た
め
備
え
て
い
き
ま
し

ょ
う
。

共
助
の
重
要
性

け
て
災
害
に
備
え
よ
う
と
決
め
ま
し

た
。当

時
被
害
が
大
き
か
っ
た
場
所
は

２
階
近
く
ま
で
水
が
迫
り
ま
し
た
。

高
台
に
あ
る
神
社
に
逃
げ
た
人
が
い

ま
し
た
が
、
そ
の
場
所
に
は
電
気
が

ひ
か
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

一
晩
だ
け
で
も
明
る
い
と
こ
ろ
で
過

ご
せ
た
ら
良
い
の
で
は
な
い
か
と
思

い
、
発
電
機
を
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
メ
ガ
ホ
ン
は
災
害
時
の
避

難
を
呼
び
か
け
る
際
に
使
用
す
る
こメガホン発電機

ま
ず
、
町
の
補
助
を
活
用
し
災
害

に
備
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
は
と
て

も
あ
り
が
た
く
、
地
区
住
民
も
備
品

を
購
入
で
き
た
こ
と
を
喜
ん
で
い
ま

し
た
。
昨
年
度
は
コ
ン
ロ
、
脚
立
、

簡
易
的
な
ラ
イ
ト
等
を
購
入
し
ま
し

た
。当

時
は
線
路
上
の
神
社
に
避
難
し

た
人
が
い
ま
し
た
が
、
夏
の
時
期
と

は
い
え
夜
は
と
て
も
寒
か
っ
た
そ
う

で
す
。
そ
こ
で
寒
さ
対
策
が
で
き
る

ス
ト
ー
ブ
も
購
入
し
ま
し
た
。

ま
た
、
橋
立
地
区
は
浸
水
被
害
が

あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
二
階
や
屋
根
に

避
難
で
き
る
よ
う
に
脚
立
を
購
入
し

て
い
ま
す
。

草
刈
り
の
後
に
集
会
所
に
集
ま
り
、

防
災
に
つ
い
て
話
す
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
そ
こ
で
今
年
度
は
簡
易
ト
イ
レ

を
購
入
し
た
い
と
い
う
話
を
し
ま
し

た
。
一
人
ひ
と
り
の
防
災
意
識
が
高

ま
っ
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

越
川
区
長

齋さ
い

藤と
う

伸し
ん

さ
ん

と
で
、
広
い
範
囲
に
早
く
伝
え
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
足
り
な
い
備
品
を
購
入

し
、
さ
ら
に
災
害
に
備
え
て
い
き
た

い
で
す
。

橋
立
区
長

五い

が

ら

し

十
嵐

信の
ぶ
つ
ぐ次
さ
ん

コンロ簡易ライト

脚立

共
助
の
強
化
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観
光
客
が
増
加
し
て
い
る
現
在
、
宿
泊
施
設
や
飲
食
店
、
小
売
店
の
充

実
は
地
域
経
済
の
活
性
化
に
不
可
欠
で
す
。
こ
こ
で
は
観
光
客
へ
の
お
も

て
な
し
を
支
援
す
る
事
業
に
つ
い
て
説
明
し
ま
す
。

臨
時
列
車
の
運
行
や
地
域
イ
ベ
ン

ト
が
本
格
的
に
始
ま
る
時
期
に
な
っ

て
き
ま
し
た
。
只
見
線
の
撮
影
や
町

内
を
散
策
す
る
観
光
客
が
増
え
、
町

も
盛
り
上
が
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
そ
れ
ら
の
観
光
客
は
日
帰

り
が
多
い
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

滞
在
時
間
の
重
要
性

宿
泊
す
る
観
光
客
を
増
加
さ
せ
、

滞
在
時
間
を
長
く
す
る
こ
と
で
期
待

さ
れ
る
効
果
は
、
観
光
ル
ー
ト
の
拡

大
で
す
。
長
く
町
に
い
て
も
ら
う
こ

と
で
訪
問
で
き
る
観
光
地
が
増
え
ま

す
し
、
町
の
魅
力
を
さ
ら
に
実
感
し

て
も
ら
う
機
会
を
提
供
で
き
ま
す
。

ま
た
、
飲
食
店
や
小
売
店
に
お
け

る
来
客
の
増
加
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

観
光
消
費
額
が
増
加
す
る
と
地
域
経

済
の
活
性
化
に
プ
ラ
ス
に
働
き
、
町

全
体
に
良
い
影
響
が
あ
る
と
考
え
ら

れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
、
町
内
で
の
宿
泊
者

数
や
観
光
消
費
額
の
増
加
を
目
指
し

実
施
し
て
い
る
の
が
「
金
山
町
お
も

て
な
し
支
援
事
業
」
で
す
。

お
も
て
な
し
支
援
事
業
と
は

対
象
と
な
る
事
業
や
補
助
額
は
次

の
と
お
り
で
す
。

ま
た
、
お
も
て
な
し
事
業
は
大
ま

か
に
次
ペ
ー
ジ
の
よ
う
な
流
れ
で
進

み
ま
す
。

対象施設 対象事業

宿泊施設

・�新設、増改築（客室数、
収容人員の増加）

・�営業を再開するための
整備

飲食店・
小売店

・店舗の新設
・既存店舗の増改築

～ここでしかできない
“おもてなし”を～

観光客へのおもてなしを応援

８月１日オープン　ゲストハウス玉梨常楽



室内の様子

栗
くり
城
き
庄
しょうきち
吉さん
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補助対象施設・事業 補助率 補助上限額 下限額

宿泊施設

客室１室増、収容
人員２人～３人増

1/2

450万円

10万円
客室２室以上の増、
収容人員４人以上
の増

600万円

飲食店・
小売店 新設 300万円

お
も
て
な
し
支
援
事
業
２
回
目
は
、

７
月
～
８
月
頃
に
か
け
て
募
集
す
る

予
定
で
す
。「
支
援
を
受
け
て
施
設

を
充
実
さ
せ
た
い
」「
さ
ら
に
詳
細

を
知
り
た
い
」
な
ど
興
味
の
あ
る
方

は
商
工
観
光
係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

☎
54

－

５
３
２
７

ステップ①
補助金の
申請

実施計画書（※確
認書添付）、申請
書等を町に提出し
ます

交付決定

町の審査が終わっ
たら交付が決定し
ます
（事業開始）

実績報告

事業完了後、実績
報告書を提出しま
す

補助金の
交付

補助金の額が決定
したら交付請求書
を町に提出

た
ま
ー
り
で
は
町
内
の
古
民
家

を
宿
泊
施
設
『
常
楽
』
に
改
修
し
、

ゲ
ス
ト
ハ
ウ
ス
や
シ
ェ
ア
別
荘
と

し
て
提
供
し
て
い
ま
す
。
無
理
せ

ず
あ
り
の
ま
ま
で
地
域
を
元
気
に

で
き
る
こ
と
は
な
い
か
と
考
え
、

有
志
で
会
社
を
設
立
し
ま
し
た
。

お
も
て
な
し
支
援
事
業
は
、
こ

れ
か
ら
宿
泊
業
や
飲
食
業
を
や
ろ

う
と
し
て
い
る
人
を
後
押
し
で
き

る
制
度
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た

ま
ー
り
も
設
備
投
資
の
一
部
を
補

助
し
て
も
ら
い
非
常
に
助
か
り
ま

し
た
。 お

も
て
な
し
支
援
事
業
を
活
用
し
た
、
合
同
会
社
た
ま
ー
り
代
表

の
栗
城
さ
ん
（
玉
梨
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

こ
の
事
業
を
活
用
し
て
施
設
が

増
加
す
る
と
町
の
外
か
ら
お
金
を

落
と
し
て
も
ら
う
き
っ
か
け
や
、

町
内
に
長
く
滞
在
し
て
も
ら
う
こ

と
に
繋
が
り
ま
す
。
今
後
も
町
内

の
古
民
家
を
宿
泊
施
設
に
改
修
し
、

地
域
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
き
た

い
で
す
。

ステップ② ステップ③ ステップ④



TOWN TOPICS
町の話題

心地よいきれいな駅に
中川地区老人クラブ奉仕作業
６月７日、中川地区老人クラブの社会奉仕作

業が実施され、会津中川駅周辺の草刈りと花壇
の花植えが行われました。老人クラブ会長の星

ほし

徹
とおる

さんは「きれいになって一安心している。長
年続いている活動なので今後も継続していきた
い」と話しました。整備された駅周辺ときれい
な花壇で町民や観光客を迎えます。

真っすぐ一列に植えられています

児童のパワーで元気になれます

息の合った鼓笛の演奏に入所者から大きな拍
手が送られました。児童は「上手くいかない所
もあったが最後までやり遂げられた」と話しま
した。

元気をお届け
金山小特養訪問
６月１２日、かねやまホーム（中川）

で金山小学校全児童による特養訪問があ
りました。校歌を明るく元気に響かせ、
低学年によるポケモンダンス、高学年に
よるソーラン節が披露されました。

かわいいポケモンダンスを披露

笑顔のひととき
金山小・横田小交流会
６月１３日、金山小学校において金山小と
横田小の交流会が行われました。１・２年生
はお題に沿った自己紹介を行い、少し緊張し
た様子で好きな色やテレビ番組を共有しまし
た。３・４年生は統合に向けてお互いの小学
校の良さを教えあい、どのような学校を目指
したいか考えました。５・６年生は修学旅行
の班別行動について、期待を膨らませながら
準備を進めました。それぞれの学年が交流を
深め、笑顔があふれる時間になりました。

●タブレットで
交通手段を調べ
ます

⬆●タブレットで
交通手段を調べ
ます

●⬆●

横小生が金小
校舎の探検を
しています●➡
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TOWN TOPICS
町の話題

赤カボチャの苗を植える内堀知事

未来を語る　知事金山町訪問
５月２９日、内堀福島県知事が金山町を訪れ、
赤カボチャ栽培を視察しました。知事は（株）奥
会津金山大自然の新入社員と「仕事は慣れました
か」などと和やかに会話した後、奥会津金山赤カ
ボチャ生産者協議会会長青

あお

栁
やぎ

一
いち

二
じ

さん（水沼）か
ら説明を受け、赤カボチャの定植を体験されまし
た。「次は収穫に来ます」と視察は終始笑い声に
包まれていました。視察後、町長との意見交換が
行われました。

虫歯菌に負けないために
川口保育所「良い歯のはなし」
６月４日、川口保育所において町保健師
による「良い歯のはなし」が行われました。
うさぎや虫歯菌のキャラクターが登場する
物語で、歯の大切さや健康な歯でいるため
のポイントを学びました。

虫歯菌に負けないための３つのルール「甘
い物を食べ過ぎない・ご飯の後は歯を磨く・
優しく磨く」を大きな声で誓いました。
また、歯ブラシがきれいな状態かどうか保
健師がチェックしました。

歯を磨かない子に虫歯菌が迫っています

正しい歯の磨き方を実践

晴天の中開催されました

“かぼまるしぇ”開催
６月２２日、会津川口駅前でかぼまるしぇが行
われました。会場では味噌田楽や日本酒、やきと
りなどが販売され、川高生によるポップコーンも
販売されました。駅長帽子で記念撮影ができるイ
ベントや、かぼまると只見線グッズが購入できる
ブースなども設置され、地元の方々から只見線で
来た観光客まで、多くの来客がありました。
また、特別列車ナイトトレインの運行に合わせ
皆で手を振り、町全体で歓迎しました。

� 広報かねやま　６��̓��̍̍



強い日差しの中
ナイスプレーで全国９位に
６月１５日、１６日に東京で行われた第

３９回全国選抜ゲートボール大会におい
て、福島県女性代表で出場した金山町チー
ムが４３チーム中９位という成績を収めま
した。２０日には町長報告に訪れ、「暑い
中だったがサポートがありとても助かっ
た。応援してくれた方々のおかげで２勝す
ることができた」と喜びを語りました。

（左から）栗
くりき

城勝
かつ こ

子さん、長
は せ が わ

谷川武
たけこ

子さん、佐
さとう

藤裕
ひろ こ

子さん、
遠
えんどう

藤美
み よ こ

代子さん、黒
くろかわともこ

川友子さん、栗
くりた

田キミ子
こ

さん

日頃の感謝を込めて
川口高校環境美化活動
６月１１日、川口高校全校生徒による環境
美化活動が実施され、川口駅から高校までの
通学路、川口駅、道の駅こぶし館の清掃が行
われました。川口駅では待合室のイスやロッ
カー、自動ドアなどをきれいにし、感謝の気
持ちを込めて活動しました。
また、町民や観光客が快適に過ごせるよう
に隅々まで気を配り清掃を行いました。

ピカピカになるまで磨きます

日々の心構えを大切に
金山小少年消防クラブ受賞
６月１５日、第７７回福島県消防大会に
おいて金山小学校少年消防クラブが表彰を
受けました。年２回行う避難訓練で下級生
の模範となるよう心がけたり、消防本部主
催のポスター展に毎年出展するなど、防火
防災に関する活動実績が今回の受賞につな
がりました。このクラブは平成８年に結成
し、現在は５・６年生７名が所属していま
す。１９日には町長報告に訪れ、「今後も防
火防災に努めたい」と力強く話しました。

（前列左から）伊
いとうひかる

藤輝さん、長
は せ が わ

谷川拓
たくと

斗さん、菅
かんけ

家琥
こう た

太さん、
目
めぐろ

黒結
ゆう た

詩さん、渡
わたなべ

部藍
あい な

那さん、若
わかばやし

林志
し ほ

帆さん、長
ながさわあおい

澤葵さん

�広報かねやま　６��̓��̍̍



「かねやま小学校」
校歌の歌詞を募集します

　令和７年４月１日、金山小学校と横田小学校が統合して「かねやま小学校」が誕生し
ます。
金山町立小学校統合準備委員会では、新しい小学校にふさわしい校歌をということで

検討を重ねてまいりましたが、この度、校歌の歌詞を皆様から公募することとなりまし
た。下記によりふるって応募くださいますようお願いいたします。

１　趣旨
　（１）�かねやま小学校が、未来に向かって躍進する姿を力強く、豊かに、美しく表現

したもの
　（２）�かねやま小学校児童の成長発展の指標となり、親しんで歌えるもの
２　対象
　（１）金山町に居住する方
　（２）町出身の方
　（３）�町出身ではないが、町に在住したことのある方、または町の学校教育に関係し

たことのある方
３　内容・形式
　（１）�内容形式は自由とするが、上記の趣旨を踏まえ、校歌としてふさわしいもので

あること。
　（２）用語は、小学生児童が歌うのに適切な平易で親しみやすいものとする。
　（３）形式は、曲をつけて歌えるものとする。
　（４）�長さは、小学校校歌ということからあまり長くないものとし、長くても２番ま

でとする。
４　作品提出先・締切り
　（１）�歌詞原稿に、氏名（ふりがな）、住所、電話番号、歌詞に込めた思いを記した別

紙を添えて、下記提出先に郵送またはファクスする。なお、住所が金山町以外
の場合は、出身地区名または金山町との関わりを明記すること。

　（２）提出先　〒９６８－００１１
　　　　　　　 金山町大字川口字谷地３９３　金山町教育委員会
　　　　　　　 ファクス　０２４１－５４－５３７７
　（３）締切り　令和６年８月３１日（土）　※当日消印有効
５　作品の審査・採用作品の決定等
　（１）応募作品は、金山町立小学校統合準備委員会で審査し採用作品を決定する。
　（２）採用作品は、場合によって適切な方の補作を受ける場合がある。
　（３）採用作品は、適切な方に依頼し曲をつけ校歌とする。

※　金山町ホームページから応募することもできます。
　　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/soshiki/32/koukabosyuu.html
◎問い合わせ…金山町立小学校統合準備委員会事務局　☎︎０２４１－５４－５３６０
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お
じ
ゃ
ま
し
ま
す

今
月
の
『
お
じ
ゃ
ま
し
ま
す
』
は
、

４
月
に
川
口
高
校
に
赴
任
さ
れ
た
五

十
嵐
校
長
で
す
。
川
口
高
校
で
大
切

に
し
て
い
る
こ
と
や
地
域
の
方
々
へ

の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
伺
い
ま
し
た
。

自
己
紹
介

４
月
に
着
任
し
ま
し
た
、
川
口
高

校
校
長
の
五
十
嵐
で
す
。
会
津
若
松

市
出
身
で
、
科
目
は
数
学
を
担
当
し

て
お
り
ま
し
た
。
奥
会
津
に
来
る
機

会
が
少
な
か
っ
た
の
で
、
自
然
の
豊

か
さ
に
圧
倒
さ
れ
て
い
ま
す
。

大
切
に
し
て
い
る
こ
と

「
一
人
ひ
と
り
が
光
り
輝
く
主
人

公
」
と
い
う
学
校
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の

も
と
、
学
校
生
活
の
中
で
生
徒
の
個

性
や
良
さ
に
気
づ
き
伸
ば
せ
る
よ
う

に
、
教
員
も
生
徒
も
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
他
者
を
尊
重

す
る
こ
と
や
個
別
最
適
な
指
導
を
心

が
け
て
い
ま
す
。
川
口
高
校
の
良
さ

は
、
生
徒
と
教
員
の
距
離
が
近
い
こ

と
で
す
。
教
員
は
生
徒
の
良
さ
に
気

づ
き
や
す
い
、
生
徒
は
教
員
に
相
談

し
や
す
い
と
い
う
環
境
を
大
切
に
し

て
い
け
た
ら
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
生
徒
が
自
ら
や
り
た
い
と

思
う
こ
と
を
サ
ポ
ー
ト
し
、「
川
高
に

行
く
と
取
り
組
め
る
の
だ
」
と
い
う

学
校
を
目
指
し
て
い
き
た
い
で
す
。

地
域
の
方
々
へ

地
域
の
皆
様
の
存
在
と
温
か
い
支

え
が
、
生
徒
た
ち
の
成
長
を
後
押
し

し
て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。
い

つ
で
も
オ
ー
プ
ン
な
雰
囲
気
で
見
守

っ
て
く
だ
さ
る
こ
と
で
、
生
徒
た
ち

も
安
心
で
き
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
ど
う
ぞ
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

福
島
県
立
川
口
高
等
学
校

校
長

五い
が
ら
し

十
嵐

健た
け

博ひ
ろ

さ
ん

地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
活
動
も

２
年
目
に
な
り
、
金
山
町
の
暮
ら

し
に
も
な
れ
て
き
た
今
日
こ
の
頃

で
ご
ざ
い
ま
す
。

最
近
の
活
動
は
か
す
み
草
の
畑

を
作
る
た
め
に
圃
場
整
備
、
お
も

に
開
墾
作
業
と
土
か
ら
出
て
く
る

根
っ
こ
や
茅
の
株
の
撤
去
作
業
を

行
っ
て
い
ま
す
。
か
な
り
骨
の
折

れ
る
作
業
で
は
あ
り
ま
す
が
、
役

場
の
方
や
近
隣
農
家
さ
ん
の
助
け

を
借
り
な
が
ら
、
な
ん
と
か
畑
ら

動
報
告

地
域
お
こ
し
協
力
隊

活

地域おこし協力隊

田
た

村
むら

淳
あつし

く
で
す
）

加
え
て
、
私
事
で
は
あ
り
ま
す

が
来
年
の
独
立
に
向
け
て
準
備
を

進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
ト

ラ
ク
タ
ー
を
安
く
譲
っ
て
い
た
だ

け
る
方
を
探
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ

使
っ
て
い
な
い
ト
ラ
ク
タ
ー
が
あ

り
ま
し
た
ら
農
林
課
（
☎
54

－

５

３
２
１
）
の
田
村
ま
で
ご
連
絡
い

た
だ
け
る
と
嬉
し
い
で
す
。
よ
ろ

し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

し
く
な
っ
て
き
た

所
で
す
。
20
年
近

く
放
置
さ
れ
荒
れ

果
て
て
い
た
耕
作

放
棄
地
が
畑
に
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し

た
の
で
、
町
民
の

皆
様
も
ぜ
ひ
見
に

来
て
く
だ
さ
い
。

（
場
所
は
川
口
上

野
の
尻
吹
峠
の
近
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৽ߋҩྍඃ保険ऀূのऀྸߴظޙ

有 効 期 限

交 付 年 月 日

住 所

氏 名

生 年 月 日

3 9 0 7 0 0 0 0

発 効 期 日 ○○年○○月○○日

一部 負担金

の割 合
○割

福島県後期高齢者医療広域連合

保険 者番号

並び に保険

者の 名称及

び印

福島市広域一丁目○○番地

広域 太郎 男

昭和○○年　　○○月○○日

資 格 取 得 年 月 日 ○○年○○月○○日

被

保

険

者

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証

令 和 6 年 7 月 31 日

令 和 5 年 10 月 1 日

被 保 険 者 番 号 12345678

みほん
有 効 期 限

交 付 年 月 日

住 所

氏 名

生 年 月 日

3 9 0 7 0 0 0 0

発 効 期 日 ○○年○○月○○日

一部負担金

の割合
○割

福島県後期高齢者医療広域連合

保険者番号

並びに保険

者の名称及

び印

福島市広域一丁目○○番地

広域 太郎 男

昭和○○年　　○○月○○日

資 格 取 得 年 月 日 ○○年○○月○○日

被

保

険

者

後 期 高 齢 者 医 療 被 保 険 者 証

令 和 7 年 7 月 31 日

令 和 6 年 8 月 1 日

被 保 険 者 番 号 12345678

印

Έ΄Μ

令和6年８月１日から後期高齢者医療の被保険者証がピンク色に変わります。

11 広報かねやま　６��̓��̍̍

令和６年度の国民健康保険税について

７月中旬に郵送（特定記録）で配布します。
令和６年８月１日から、必ず医療機関窓口に
提示してください。
※古い被保険者証（オレンジ色）は、役場保
健福祉課、横田出張所、国保診療所へ戻し
てください。

なお、マイナンバーカードと被保険者証の一
体化により令和６年１２月２日付けで被保険
者証は廃止となりますが、７月下旬に交付す
る新しい保険証（ピンク色）は記載内容に変
更がない限りそのまま有効期限である令和７
年７月３１日まで医療機関等でご使用いただ
けます。

◎問い合わせ…保健係　☎５４－５１３５

国民健康保険税率を据え置きます
　今年度の税率は昨年度と変わりませんが、賦課限度額については一部改正となりました。

区　　分 医療保険分 後期高齢者支援分 介護保険分
所 得 割 ６．００％ ２．１０％ １．６０％
均　等　割（１人） ２１，４００円 ８，０００円 ７，９００円
平　等　割（世帯） １５，４００円 ５，８００円 ３，６００円
賦 課 限 度 額 ６５０，０００円 ２４０，０００円 １７０，０００円

所得が少ない世帯への国民健康保険税の軽減拡大
世帯の総所得金額が、次の基準以下の世帯は国保税が軽減されます。
（世帯主の所得については、国民健康保険の加入・未加入にかかわらず判定の対象になります）
軽減割合 軽減対象となる所得の基準
７割 基礎控除（43万円）+10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）
５割 基礎控除（43万円）+（29.5万円×被保険者数（※2））+10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）
２割 基礎控除（43万円）+（54.5万円×被保険者数（※2））+10万円×（給与所得者等の数（※1）－1）

※１　一定の給与所得者（給与収入５５万円超）と公的年金等の支給（６０万円超（６５歳未満）または
１２５万円超（６５歳以上））を受ける者。

※２　同じ世帯の中で、国民健康保険の被保険者から後期高齢者医療の被保険者に移行した者を含む。

◎お問い合わせ…国保税に関すること　住民係　☎５４－５１２１
資格に関すること　　保健係　☎５４－５１３５



Ｉ
Ｎ
Ｆ
Ｏ
Ｒ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｉ
Ｏ
Ｎ

お
知
ら
せ左から七

しち

田
だ

琉
りゅう

太
た

さん、佐
さ

藤
とう

美
み

優
ゆ

さん、遠
えん

藤
どう

大
だい

輝
き

さん、
富
とみ

田
た

陽
はる か

日さん、神
じん

保
ぼ

大
ひろ と

翔さん
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報

告

6
月
10
日
、
川
口
高
校
ボ
ー
ト
部

が
東
北
大
会
に
出
場
す
る
こ
と
を
受

け
町
長
へ
報
告
に
訪
れ
ま
し
た
。

東
北
大
会
・
イ
ン
タ
ー
ハ
イ

出
場

▼
採
用
職
種
・
採
用
予
定
人
員

一
般
事
務

若
干
名

▼
試
験
に
つ
い
て

•

第
1
次
試
験

期
日

９
月
22
日
（
日
）

会
場

会
津
農
林
高
等
学
校

•
第
2
次
試
験

期
日

11
月
（
予
定
）

会
場

金
山
町
役
場

▼
受
験
資
格

平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
19

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
者
。

▼
受
験
申
込
受
付
期
間

令
和
６
年
８
月
16
日
（
金
）

午
後
５
時
15
分
ま
で

▼
受
験
申
込
方
法

申
込
用
紙
を
金
山
町
役
場
総
務
課

ま
た
は
横
田
出
張
所
で
交
付
し
ま
す
。

な
お
、
電
話
お
よ
び
メ
ー
ル
に
よ
る

請
求
は
で
き
ま
せ
ん
。

※
郵
送
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
封
筒

の
表
に
「
試
験
申
込
用
紙
請
求
」

と
朱
書
き
し
、
１
２
０
円
切
手
を

貼
っ
た
自
分
宛
の
返
信
用
封
筒

（
角
形
２
号
）
を
同
封
し
、
総
務

令
和
７
年
度
金
山
町
職
員

採
用
試
験
に
つ
い
て

暮
ら
し

８
月
26
日
は
火
山
防
災
の
日

活
火
山
対
策
に
つ
い
て
の
関
心
と

理
解
を
深
め
る
た
め
、
８
月
26
日
が

「
火
山
防
災
の
日
」
と
な
り
ま
し
た
。

沼
沢
は
活
火
山
で
あ
り
、
今
後
火
山

災
害
が
発
生
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
防
災
対
策
に
必
要
な
情
報
に
つ

い
て
確
認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
地
方
気
象
台

火
山
防
災
官

☎
０
２
４

－

５
３
４

－

０
３
２
１

募

集

課
総
務
係
ま
で
送
付
し
て
く
だ
さ

い
。

そ
の
他
詳
細
は
金
山
町
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
を
ご
覧
に
な
る
か
、
次
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
総
務
係

☎
54

－

５
１
１
１

「
放
課
後
こ
ど
も
教
室
」
の

見
守
り
隊
募
集

放
課
後
子
ど
も
教
室
の
活
動
を
見

守
っ
て
く
れ
る
大
人
を
募
集
し
ま
す
。

▼
対
象
児
童

金
山
小
児
童

通
常
４
～
５
名
程

度 町
民
登
山
参
加
者
募
集

▼
場
所

一
切
経
山
（
福
島
市
）
魔
女
の
瞳

▼
日
時

８
月
11
日
（
日
）

午
前
７
時　
　

役
場
出
発

午
後
５
時
頃

役
場
到
着
予
定

▼
参
加
費

無
料

▼
申
込
み

８
月
１
日
（
木
）
ま
で
に
中
央
公

民
館
へ
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎
54

－

５
３
６
１

▼
勤
務
場
所

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
勤
務
時
間

午
後
３
時
40
分
～
午
後
６
時
ま
で

（
平
日
、
長
期
休
業
日
は
８
時
30
分

～
午
後
６
時
ま
で
を
数
時
間
ず
つ
わ

け
て
数
名
で
実
施
）
学
校
が
休
校
の

日
は
除
き
ま
す
。

▼
内
容

子
ど
も
達
の
活
動
を
見
守
る
。

▼
報
償

時
給
１
，
１
１
５
円

▼
応
募
資
格

町
在
住
、
普
通
自
動
車
運
転
免
許

▼
募
集
人
数

２
名
程
度

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎
54

－

５
３
３
３



保
健
福
祉

被
保
険
者
の
皆
さ
ま
の
歯
科
健
康

保
持
お
よ
び
疾
病
予
防
等
の
た
め
、

歯
科
検
診
を
実
施
し
ま
す
。
今
年
度

よ
り
前
年
度
に
80
歳
に
達
し
た
方
も

健
診
の
対
象
と
な
り
ま
し
た
。

▼
対
象
者

福
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
の

被
保
険
者
で
、
昭
和
23
年
４
月
１
日

か
ら
昭
和
24
年
３
月
31
日
ま
で
に
生

ま
れ
た
方
、
昭
和
18
年
４
月
１
日
か

ら
昭
和
19
年
３
月
31
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
方
（
前
年
度
中
に
75
歳
ま
た
は

80
歳
に
達
し
た
方
）

▼
健
診
項
目

問
診
、
歯
（
義
歯
）、
咬こ

う

合ご
う

、
歯

周
組
織
、
嚥え

ん

下げ

の
状
態
等

▼
健
診
費
用

無
料

▼
健
診
期
間

６
月
３
日
（
月
）
か

ら
11
月
30
日
（
土
）

▼
留
意
事
項

①
対
象
歯
科
医
院
に
お
い
て
実
施
し

ま
す
。
詳
し
く
は
、
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
か
ら
６
月
上
旬
頃

に
各
対
象
者
へ
配
布
さ
れ
た
案
内

状
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

②
歯
科
検
診
が
無
料
で
受
診
で
き
る

の
は
１
回
と
な
り
ま
す
。

③
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
避
難
さ
れ

て
い
る
方
も
避
難
先
で
受
診
で
き

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

④
長
期
入
院
さ
れ
て
い
る
方
や
介
護

施
設
へ
入
所
さ
れ
て
い
る
方
は
、

対
象
と
な
ら
な
い
場
合
が
あ
り
ま

す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
福
島
県
後
期
高
齢

者
医
療
広
域
連
合

☎
０
２
４

－

５
２
８

－

９
０
２
４

1� 広報かねやま　６��̓��̍̍

夏
の
交
通
事
故
防
止
県
民
総

ぐ
る
み
運
動
が
始
ま
り
ま
す

個
人
事
業
税
は
、
県
内
に
事
務

所
・
事
業
所
を
設
け
て
、
物
品
販
売

業
や
不
動
産
貸
付
業
な
ど
、
一
定
の

事
業
を
営
ん
で
い
る
方
に
納
め
て
い

た
だ
く
県
の
税
金
で
、
第
１
期
分

（
８
月
送
付
）
と
第
２
期
分
（
11
月

送
付
）
の
２
回
に
分
け
て
納
税
通
知

書
を
お
送
り
し
ま
す
。
た
だ
し
、
年

税
額
が
１
万
円
以
下
の
場
合
に
は
、

第
１
期
分
で
一
括
し
て
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

県
税
第
一
課
事
業
チ
ー
ム

☎
０
２
４
２

－

29

－

５
２
５
１

熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う

▼
熱
中
症
対
策

•

外
出
時
は
日
傘
や
帽
子
を

•

こ
ま
め
に
水
分
補
給
を

•

扇
風
機
な
ど
で
室
内
を
涼
し
く

•

バ
ラ
ン
ス
の
良
い
食
事
を

•

氷
な
ど
で
か
ら
だ
を
冷
や
す

•

『
熱
中
症
警
戒
ア
ラ
ー
ト
』
発
表

時
は
外
出
を
控
え
る�������������������������������������������

○
火
事
・
救
急
・
救
助
は
１
１
９
番

◎
問
い
合
わ
せ
…

会
津
坂
下
消
防
署
金
山
出
張
所

☎
55

－

３
１
０
０

個
人
事
業
税
の
納
税
に
つ
い
て

不
動
産
取
得
税
の
軽
減
制
度

不
動
産
取
得
税
と
は
、
土
地
や
家

屋
を
取
得
し
た
と
き
に
一
度
だ
け
納

▼
期
間

７
月
16
日
（
火
）
か
ら

　
　
　
　

７
月
25
日
（
木
）

▼
運
動
の
重
点

（
１
）
こ
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事

故
防
止

（
２
）
自
転
車
の
交
通
事
故
防
止
と

ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
・
保
険
等
加
入

の
促
進

（
３
）
飲
酒
運
転
の
根
絶

（
４
）
悪
質
・
危
険
な
運
転
の
根
絶

と
横
断
歩
行
者
の
保
護

（
５
）
全
て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
と
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し

い
着
用
の
徹
底

◎
問
い
合
わ
せ
…

金
山
町
交
通
対
策
協
議
会

☎
54

－

５
２
２
２

税

金

め
て
い
た
だ
く
県
の
税
金
で
す
。

住
宅
用
の
土
地
を
取
得
し
て
か
ら

３
年
以
内
に
住
宅
を
新
築
（
中
古
住

宅
の
場
合
は
、
１
年
以
内
に
取
得
）

し
た
場
合
や
、
住
宅
を
取
得
し
て
か

ら
１
年
以
内
に
そ
の
住
宅
用
の
土
地

を
取
得
し
た
場
合
な
ど
で
、
こ
れ
ら

の
土
地
に
係
る
不
動
産
取
得
税
を
減

額
す
る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

該
当
と
思
わ
れ
る
方
は
、
詳
し
い

要
件
お
よ
び
必
要
書
類
に
つ
い
て
、

次
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

☎
０
２
４
２

－

29

－

５
２
５
４

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

の
方
へ
歯
科
口
腔
健
康
診
査

を
実
施
し
ま
す



そ
の
他

70
歳
か
ら
74
歳
ま
で
の
国
保
加
入

者
の
方
が
現
在
お
使
い
の
高
齢
受
給

者
証
は
、
７
月
末
が
有
効
期
限
で
す
。

新
し
い
高
齢
受
給
者
証
を
７
月
下
旬

に
特
定
記
録
で
配
布
し
ま
す
。
古
い

受
給
者
証
は
役
場
保
健
福
祉
課
、
横

田
出
張
所
、
診
療
所
へ
返
却
し
て
く

だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

1�広報かねやま　６��̓��̍̍

こ
れ
か
ら
の
予
定

「
沼
沢
湖
水
ま
つ
り
」
を
８
月
３

日
と
４
日
の
両
日
開
催
し
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
を
町
民
全
体
で
盛
り
上
げ
る

た
め
、
の
ぼ
り
旗
を
各
自
で
自
宅
前

な
ど
に
掲
揚
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
期
間

７
月
25
日
（
木
）
か
ら

　
　
　
　

８
月
４
日
（
日
）

▼
場
所

各
戸
の
主
要
道
路
か
ら
の
入
口
付

近
（
敷
地
内
）

な
お
、
歩
行
者
や
車
な
ど
の
安
全

を
確
保
す
る
た
め
、
公
道
の
道
路
敷
、

標
識
の
支
柱
な
ど
に
は
設
置
し
な
い

よ
う
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

※
期
間
終
了
後
、
各
戸
で
「
の
ぼ
り

「
沼
沢
湖
水
ま
つ
り
の
ぼ
り

旗
」
の
掲
揚
に
つ
い
て

旗
」
を
撤
去
し
て
く
だ
さ
い
。

の
ぼ
り
旗
・
ポ
ー
ル
を
お
持
ち
で

な
い
場
合
は
商
工
観
光
係
へ
ご
連

絡
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
商
工
観
光
係

☎
54

－

５
３
２
７

★
７
月
★

▼
15
日
（
月
）

•

少
年
少
女
球
技
大
会

町
民
体
育
館

▼
17
日
（
水
）

•

運
転
免
許
更
新

午
前
９
時
30
分
～

開
発
セ
ン
タ
ー

▼
19
日
（
金
）

•

古
文
書
教
室

午
前
10
時
～

開
発
セ
ン
タ
ー

•

第
一
学
期
終
業
式
（
小
・
中
・
高
）

▼
20
日
（
土
）

•

協
会
長
杯
夏
季
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

•

金
山
町
長
杯
・
交
対
協
会
長
杯
グ
ラ

ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
大
会

▼
25
日
（
木
）

•

両
沼
西
部
三
町
村
水
泳
記
録
会金

山
小

★
８
月
★

▼
３
日
（
土
）
～
４
日
（
日
）

•

第
48
回
沼
沢
湖
水
ま
つ
り沼

沢
湖
周
辺

▼
７
日
（
水
）

•

行
政
相
談
会

午
前
10
時
～

開
発
セ
ン
タ
ー

二
十
歳
の
つ
ど
い

令
和
６
年
度
金
山
町
二
十
歳
の
つ

ど
い
を
次
の
と
お
り
行
い
ま
す
。

▼
日
時

８
月
15
日
（
木
）

　
　
　
　

午
前
10
時
～

▼
会
場

金
山
町
開
発
セ
ン
タ
ー

◎
問
い
合
わ
せ
…
中
央
公
民
館

☎
54

－
５
３
３
３

国
民
健
康
保
険
加
入
者
の
方
を
対

象
に
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
を
ご
案

内
す
る
お
知
ら
せ
を
郵
送
し
ま
し
た
。

国
保
加
入
時
に
保
険
証
と
一
緒
に

配
布
し
て
い
る
「
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医

薬
品
希
望
シ
ー
ル
」
を
保
険
証
や
お

薬
手
帳
の
余
白
部
分
に
貼
付
の
う
え
、

医
師
や
薬
剤
師
に
ご
提
示
・
ご
相
談

く
だ
さ
い
。
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品

希
望
シ
ー
ル
が
必
要
な
方
は
、
保
健

係
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
保
健
係

☎
54

－

５
１
３
５

ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬
品
の

ご
案
内

国
民
健
康
保
険
高
齢
受
給
者

証
更
新
の
お
知
ら
せ

水
道
水
節
水
の
お
願
い

１
．
水
道
水
は
こ
ま
め
に
開
け
閉
め

•

蛇
口
を
締
め
て
洗
い
物
を
す
る

•

歯
磨
き
は
コ
ッ
プ
を
使
う

•

シ
ャ
ワ
ー
は
こ
ま
め
に
止
め
る

２
．
洗
濯
は
一
定
量
た
め
て
洗
う

•

少
量
ず
つ
洗
濯
す
る
と
約
１
７
０

ℓ
使
っ
て
し
ま
い
ま
す
が
一
度
に

洗
濯
す
れ
ば
約
１
０
０
ℓ
で
済
み

ま
す

•

お
風
呂
の
残
り
湯
を
利
用
す
る

３
．
水
道
水
で
の
洗
車
は
控
え
る

◎
問
い
合
わ
せ
…
上
下
水
道
係

☎
54

－

５
３
１
５



金山町の人口（ 7月 1日現在）
世 帯 数� 999世帯（±０）
人　　口� 1,762人　（－２）
　 男 � 873人　（－２）
　 女 � 889人　（±０）

※（　）内は先月比　　住民基本台帳から

５
月
16
日
～
６
月
15
日
集
計

⃝

寄
付
件
数

99
件

⃝

寄
付
金
額

九
十
一
万
六
千
円

ご
寄
付
は
地
域
の
活
性
化
事
業
や

自
然
環
境
の
保
全
事
業
な
ど
に
活
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ご
寄
付
に
感
謝

ふ
る
さ
と
応
援
寄
付
金

今月の納税
⃝固定資産税� 第２期
⃝国民健康保険税� 第２期
⃝介護保険料� 第２期
⃝水道使用料� ７月分

納税期限は
7月31日
納め忘れにご注意ください

あの人この人
６月届出（敬称略）

　『広報かねやま』への記載に同意して
いただいた方のみ掲載しております。

こんにちは赤ちゃん

老
おいぬま

沼 野
の え

恵　父・　潤　 （川　口）　　　　　　母・飛　野　 　　　

霊よ安らかに

須　佐　富　一（88歳）板　下
若　林　定　子（83歳）板　下

お詫びと訂正
広報かねやま６月号において掲載
内容に誤りがございました。下記の
とおり訂正し謹んでお詫び申し上げ
ます。
【訂正箇所】12ページ
誤　増

まし

子
こ

昌
まさ

臣
おみ

さん
正　増

ます

子
こ

昌
まさ

臣
おみ

さん

⎞
⎠

⎛
⎝

1� 広報かねやま　６��̓��̍̍

自家消費用食品等の放射性
物質簡易測定の結果について

　複数の検体を測定している場合は最低値と最高値
を表示しています。
（測定年月日 令和６年６月１日～令和６年６月30日）
※「ＮＤ」は、10ベクレル/㎏未満です。（単位：ベクレル/㎏）

※厚生労働省が定める一般食品の放射性セシウムの
基準値は１００ベクレル／㎏です。
　町では自家消費用の食品等について放射線測定を
役場で行っています。
◎問い合わせ…
　保健係　☎５４－５１３５

（自家消費用食品について）
　林業係　☎５４－５３２２

（販売用食品について）　　

品　　名 測定件数 未検出数
セシウム

（134＋137合計値）
地下水 3 3 ND
焼却灰 1 0 753.5

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
犯
罪
や
非

行
を
防
止
し
、
青
少
年
の
立
ち
直
り

を
助
け
る
た
め
に
地
域
の
理
解
と
協

力
の
輪
を
広
げ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

◎
問
い
合
わ
せ
…
住
民
係

☎
54

－

５
１
２
１

社
会
を
明
る
く
す
る

運
動
強
調
月
間



ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp
ホームページアドレス　https://www.town.kaneyama.fukushima.jp/
電子メールアドレス　　office@town.kaneyama.fukushima.jp
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